
 

 

 

 

今年もやって参りました、スクランブルエッグ夏のイベント「多様な性に YES！IDAHO メッセージ展」
のお知らせです！ 
毎年コラボしている「青森インターナショナル LGBT フィルムフェスティバル」の会場変更に伴って、
メッセージ展も今年は会場が変更となります。 
映画祭会場が隣り合わせなため、映画上映中にご来場の方は静かにご覧くださいね(*^^*) 
また、メッセージ展は映画祭の懇親会と同じ会場ですので、懇親会に参加しながら見ていただくことも
できます☆ 
 
メンバーもうろうろしている予定ですので、是非お気軽に 
お声がけくださいね！ 
みなさまのお越しを心よりお待ちしております！！ 
 
 
■日時：2016年7月10日（日）12:30～20:00 
■場所：シネマディクト1F カフェディクト 
青森市古川1-21-18（青森駅より徒歩約10分） 
 
どなたでも無料でご覧いただけます。 
 
■お問い合わせ先：スクランブルエッグ 
お問い合わせフォーム  http://gochamazetamago.main.jp/contact/ 
E-mail  gochamazetamago@yahoo.co.jp 
 
映画とメッセージを通して、多様な性をより身近に感じていただける一日になれば幸いです☆ 
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☆☆☆ メルマガ登録受付中！！ ☆☆☆ 
 

スクランブルエッグでは、不定期にメールマガジンを

発行しています。登録は無料です( -̂^) 

「無理せず楽しく、自分達の生活を大事にしながら、で

きることをしてみよう！」というのがモットーの当たま

ご。イベント自体は年に2～3回程度ですが、開催のお

知らせのメール等を配信させていただいております。登

録ご希望の方は、件名に「メルマガ希望」と入れて、

gochamazetamago@yahoo.co.jp までご連絡ください！ 

 

 

【にじたまの主な設置場所】 

 

青森市民図書館／青森県男女共同参画センター「アピオ

あおもり」／青森市男女共同参画プラザ「カダール」／

弘前市立図書館／弘前市民参画センター／弘前大学／藤

崎町ふれあいずーむ館／平川市文化センター／スポカル

イン黒石／五所川原市立図書館／八戸市立図書館／八戸

市図書情報センター／八戸市市民活動サポートセンター 

「ふれあいセンターわいぐ」／十和田市民図書館／三沢

市公会堂／むつ市立図書館／ＦＭアップルウェーブ 
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『ボーダー』 著：渡辺ペコ 
                          大学生の清田は、友人桜井のピンチを救ってくれた 

                         〝きれいなお姉さん〟が気になって仕方がない。 

                         でも、彼女には一筋縄ではいかない秘密があって…。 

                         違って遠くて浮遊する、カラダ・心・身体・こころ。 

                         珠玉のボーダレス・ストーリー。 

                          結婚・子持ち・離婚・そして恋。様々な問題を抱えな 

                         がらも、前向きに生きようとする彼女。理解しようと努 

                         める元妻、知らずに恋をした大学生、大学生に淡い恋心 

                         を抱く同窓生。それぞれに懊悩しながら、自分の生きる 

                         道を見出して行く様が緻密に描かれています。（柊） 

徒然なるままに、図書館のこと 

 

【東北各地でイベントを開催している団体】 

○青森インターナショナルＬＧＢＴフィルムフェスティバル   ○♀×♀お茶っこ飲み会・仙台 

http://www.aomori-lgbtff.org/               http://blog.goo.ne.jp/ochakkonomi 

○性と人権ネットワーク ＥＳＴＯ              ○Ａｎｅｇｏ 

  http://akita.cool.ne.jp/esto/               http://blog.canpan.info/anego/ 

○岩手レインボー・ネットワーク               ○やろっこ 

http://ameblo.jp/iwaterainbownetwork/           http://sendai865.web.fc2.com/ 

SMASH HIT! 

 性別移行をする前、僕（トランスジェンダーの

FtM/tX）が改めて自分やセクマイのことを知ろうと

思った時、頼ったのは図書館でした。インターネッ

トの情報では、基礎的な知識もなかった僕には何が

本当なのか判断できなかったからです。 

 

 でも初めは、同性愛や性同一性障害の本を図書館

で借りるのも怖かったのです。たとえ図書館にその

本があっても、窓口の人が偏見を持っていないかど

うかは確かめられない･･･。それに、地元図書館の利

用者登録は、学生時代に住民票通り書いて出してい

たので、外見に関わらず戸籍の性別はすぐにわかっ

てしまいます。 

気にしすぎ。些細なこと。そんな風に自分に言い

聞かせたりしましたが、クローゼットな僕にとって

は、一つのほころびが明日を揺るがすような、そん

な強く曖昧な不安にもなっていたと思います。 

 

今年4月からの障害者差別解消法の施行に先だっ

て、日本図書館協会が「図書館における障害を理由

とする差別の解消の推進に関するガイドライン」と

いうものを発表しました。 

このガイドラインには、心身の障害だけでなく、

図書館利用に障害のある人全てが対象とはっきり書

かれていて、配慮の必要性を明記しています。この

中には「戸籍上の性別に違和感を持つ人」への配慮

も具体的な例としてあげられています。 

 

この場所を誰もが利用できるように･･･全国の図

書館、そして公的機関・サービスに携わるみなさん

がそんな気持ちを共有していてくれたら、「利用する

のが怖い･･･」なんて思わなくてもよくなる日がくる

かもしれません(*^^*)          （創） 


